
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
検
索
を
続
け
ま

す
。
今
回
は「
日
本
登
録
商
標
大

全
」と
い
う
書
名
で
、「
須
恵
村
」と

い
う
語
句
を
含
む
も
の
を
検
索
し
、

23
件
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
た

だ
、内
容
が
同
じ
だ
っ
た
り
、山
口

県
の
厚
狭
郡
須
恵
村
が
含
ま
れ
て

い
た
り
、『
広
報
す
え
』令
和
５
年

５
月
号（
連
載
、
第
２
０
７
回
）で

紹
介
済
み
の
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
新
し
い
情

報
で
す
。

　
図
❶
は『
日
本
登
録
商
標
大
全
』

上
巻（
東
京
書
院
、
１
９
０
５〔
明

治
38
〕年
）掲
載
分
で
す
が
、
第

２
０
７
回
で
取
り
上
げ
た
際
に

漏
れ
て
い
ま
し
た
。「
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
型
に
く
び
れ
た
米
俵
の
図
」で
、

１
８
９
０（
明
治
23
）年
11
月
登
録
。

登
録
者
は
上
須
恵・田
原
弥や

三そ
う

。
弥

三
氏
に
つ
い
て
は
前
回
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。
そ
の
時
引
用
し
た
図

⑩
の
中
央
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ
と
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｋ
の
文
字
に
挟
ま
れ
て
こ
の
米
俵

の
図
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
次
も
田
原
弥
三（
図
❷
）。
矢
羽

の
付
い
た
棒
４
本
が
井
の
字
型
に

組
ま
れ
、
中
央
に
三
の
文
字
。
井

の
字
は「
田
」を
図
案
化
し
、
矢
羽

は
名
の
上
の
文
字「
弥
」を
連
想
さ

せ
ま
す
。
三
は
名
の
下
の
文
字

「
三
」を
意
味
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
な
か
な
か
ひ
ね
り
が
利
い
て

い
ま
す
。

　
品
名
は「
煉ね

り
ぐ
す
り薬
」。
登
録
は
１
９

０
３（
明
治
36
）年
１
月
。
図
❶
と

図
❷
と
で
弥
三
氏
の
番
地
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　
図
❸
～
❺
は
上
須
恵
・
安
河
内

藤
吉
の「
清
酒
」の
商
標
。
い
ず
れ

も『
日
本
登
録
商
標
大
全
』下
巻

（
東
京
書
院
、
１
９
０
５〔
明
治
38
〕

年
）掲
載
。「
有
明
の
松
」、「
国
開
」

は
１
９
０
３（
明
治
36
）年
11
月
、

「
須
恵
の
松
」は
１
９
０
４（
明
治

37
）年
１
月
の
登
録
。『
清
酒
醤
油

商
標
い
ろ
は
索
引
』（
特
許
商
標
月

報
社
、
１
９
１
７〔
大
正
６
〕年
）か

ら「
国
開
」は「
こ
く
か
い
」と
読
む

よ
う
で
す
。「
須
恵
の
松
」は
須
恵

町
の
代
表
的
な
清
酒
で
し
た
。

　
図
❻
・
❼
は『
日
本
登
録
商
標

大
全
』第
２
輯
・
上
巻（
東
京
書
院
、

１
９
０
８〔
明
治
41
〕年
）に
掲
載
。

図
❻
は
図
柄
が
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
が
、
日
本
神
話
の
一
コ
マ
を
描

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像

し
て
い
ま
す
。
商
品
名
は
あ
り
ま

せ
ん
。
商
標
に
は
図
形
商
標
と
文

字
商
標
が
あ
り
、
こ
の
場
合
は
図

形
を
登
録
し
た
と
い
う
こ
と
。
対

象
商
品
は「
丸
薬
・
水
薬
・
散
薬
・
膏

薬
」で
、
１
９
０
５（
明
治
38
）年
５

月
登
録
。
登
録
者
は
上
須
恵・村
山

直
次
郎
。

　
図
❼
は
人
物
像
で
、
対
象
商
品

は「
膏
薬・水
薬・散
薬
」、１
９
０
５

（
明
治
38
）年
９
月
登
録
。
登
録
者

は
上
須
恵・田
原
安
宅
。

　
図
❽
も
田
原
弥
三
。
商
品
は

「
煉
薬
」、
商
品
名
は「
正

し
ょ
う

明め
い

膏こ
う

」。

１
９
１
５（
大
正
４
）年
７
月
登
録
。

「
正
明
膏
」は
目
薬
で
、
博
多
の
奥

村
玉
蘭
が
著
し
た『
筑
前
名
所
図ず

会え

』に
、「
此
須
恵
村
は
山
里
の
片

田
舎
な
れ
ど
も
、
正
明
膏
あ
る
が

ゆ
へ
に
都
会
の
地
の
ご
と
く
繁
昌

せ
り
」と
言
わ
れ
た
ほ
ど
、江
戸
時

代
の
須
恵
村
・
上
須
恵
村
を
代
表

す
る
有
力
商
品
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
図
❾
は
須
恵・吉
松
繁
吉
。
対
象

と
な
る
商
品
は「
薬
剤
及
本
類
ニ

属
ス
ル
商
品
一
切
」。
１
９
１
５

（
大
正
４
）年
11
月
登
録
。
四
角
い

枠
の
中
に
山
形
と
扇
形
が
あ
り
、

そ
こ
に
矢
羽
が
２
本
並
ん
で
い
る

と
い
う
図
案
で
す
。

　
掲
載
は
い
ず
れ
も『
日
本
登
録

商
標
大
全
』第
８
輯
・
上（
東
京
書

院
、
１
９
１
６〔
大
正
５
〕年
）。
第

８
輯
に
掲
載
分
は
す
べ
て
横
文
字

の
表
記
が
付
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
有
村
重
太
郎
編『
福
岡

県
内
小
学
生
徒
美
談
』（
磊
落
堂
、

１
８
９
４〔
明
治
27
〕年
）に
次
の

よ
う
な
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ「
子
弟
の
文
字
を
知
る
は
其そ

の

家
、
破
産
の
基も

と
い

な
り
」と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
っ
た
ぐ
ら
い
で
、
子

弟
を
教
育
す
る
熱
意
が
ま
だ
乏
し

か
っ
た
時
代
で
す
。
実
際
、
児
童

の
就
学
率
を
上
げ
る
の
が
行
政
の

課
題
で
し
た
。

　
上
須
恵
の
次
平
と
い
う
人
物
は

上
座
郡（
後
に
、
朝
倉
郡
の
一
部
）

の
人
で
し
た
が
、
眼
病
の
治
療
の

た
め
に
19
年
前
に
上
須
恵
に
移
住

し
た
の
で
し
た
。
貧
し
い
生
活
の

中
で
子
ど
も
は
幼
く
し
て
次
々
に

亡
く
な
り
、
男
女
二
人
の
子
だ
け

が
成
長
し
ま
し
た（
15
歳
の
男
子

と
12
歳
の
女
子
）。
次
平
は
貧
し

い
な
が
ら
工
夫
し
て
子
ど
も
を
学

校
に
通
わ
せ
、
12
歳
の
女
子
は
尋

常
小
学
を
卒
業
し
て
今
は
裁
縫
を

学
ん
で
い
て
、
15
歳
の
男
子
は
大

川
高
等
小
学
校
の
４
年
に
在
籍
し

て
、
翌
年
春
の
卒
業
を
控
え
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
学
費
が
続
か

ず
、
退
学
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
陥
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
上
須

恵
の
田
原
養
朴
・
安
河
内
藤
吉
・
田

原
精
一
・
田
原
弥
三
の
４
人
が
同

情
し
て
援
助
し
、
無
事
に
卒
業
に

こ
ぎ
つ
け
た
の
で
し
た
。
教
育
熱

心
な
父
、
援
助
し
た
４
人
の
話
を
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美
談
と
し
て
描
い
た
も
の
と
言

え
ま
す
。
田
原
養
朴
は
田
原
眼
科

の
当
主
、
田
原
精
一
は
初
代
須
恵

村
長
で
す
。
右
記
の
通
り
、
安
河

内
藤
吉
は
酒
造
業
、
田
原
弥
三
は

製
薬
業
。
地
域
の
有
力
者
が
話
し

合
っ
て
私
財
を
拠
出
し
、
貧
し
い

生
徒
の
学
資
を
援
助
し
た
の
で
し

た
。
な
お
磊
落
堂
は
博
多
中
島
町

（
中
洲
）に
あ
っ
た
出
版
社
で
す
。

　
図
�
は
村
山
直
次
郎
、「
太
陽
目

薬
」（
水
剤
）。
登
録
は
１
９
１
８

（
大
正
７
）年
10
月
。『
日
本
登
録
商

標
大
全
』第
12
輯
・
上（
東
京
書
院
、

１
９
２
０〔
大
正
９
〕年
）。

　
図
�
は
上
須
恵
・
須
原
松
太
郎

「
都
櫻
」。
登
録
は
１
９
２
０（
大

正
９
）年
７
月
。『
日
本
登
録
商

標
大
全
』第
16
輯
・
上（
東
京
書
院
、

１
９
２
２〔
大
正
11
〕年
）。
薬
品
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、「
化
学

品
」以
外
の
文
字
は
読
み
取
れ
ま

せ
ん
。

　
図
�
は
上
須
恵
・
木
村
亀
太
郎
、

「
土
俵
の
中
で
ウ
サ
ギ
と
亀
が
相

撲
を
と
っ
て
い
る
図
」（
図
形
商

標
、水
剤
）。
中
央
に
は
行
司
の
軍

配
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
登
録
は

１
９
２
１（
大
正
10
）年
３
月
。『
日

本
登
録
商
標
大
全
』第
17
輯
・
上

（
東
京
書
院
、
１
９
２
３〔
大
正
12
〕

年
）。
亀
は
登
録
者
自
身
の
名
に
ち

な
む
の
で
し
ょ
う
か
。

　
図
�
は
田
原
弥
三「
快

脳
」（
薬
剤
）。
登
録
は

１
９
２
１（
大
正
10
）年
11

月
。『
日
本
登
録
商
標
大

全
』第
18
輯
・
上（
東
京
書

院
、
１
９
２
４〔
大
正
13
〕

年
）。
こ
の
場
合
は
文
字
の

デ
ザ
イ
ン
を
登
録
し
た
の

で
し
ょ
う
。「
快
脳
」は
今
で

も
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
名
前

に
な
り
そ
う
で
す
が
、い
っ

た
い
ど
ん
な
効
能
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。「
快
脳

丸
」と
い
う
薬
は
以
前
か
ら

あ
っ
た
よ
う
で
、
山
口
県

の
熊
野
天
真
堂
の
広
告
に

は「
の
ぼ
せ
を
引
き
下
げ
、

神
経
を
鎮
む
。
脳
病
全
治​​

快
脳
丸
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
し
た

（『
九
州
薬
業
家
列
伝
』九
州

薬
報
社
、
１
９
０
４〔
明
治

37
〕年
）。
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